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　ご紹介いただきました琉球大学の高良です。関西
大学になにわ・大阪文化遺産学研究センターが発足
し、２回目のフォーラムを実施するということで、
私のような者を招いてくださったことにまずは感謝
したいと思います。
　後半のディスカッションにおいて話題になると思
いますが、大阪という地域が帯びている拠点性とも
いうべき点をもっと発揮することが大事だと思って
おります。たとえば、文化遺産学というテーマを掲
げた研究拠点が関西大学で立ち上げられたわけです
から、ここに全国的に展開しているさまざまな取り
組み状況と、それを担う人材が集い、連携しながら
課題を考えていけるような、そのような知的実践拠
点になっていただくことを期待するわけです。たと
え規模は小さくとも、大阪を視座にすえた全国的な
話題を関西大学で討論し、多様な問題意識がここで
クロスできるような状況になればと願っています。
　30分程度の時間をいただいておりますので、沖縄
の首里城復元をめぐる状況と私個人の思いのような
問題について報告させていただきます。
　私は首里城の復元に深く係ってきましたが、その
仕事は一見すると短期決戦のように見えるかもしれ
ませんが、じつは私の中では長期的な問題なので
す。沖縄という地域にとって100年のスパンで取り
組むべき課題が首里城復元プロジェクトだったので
すが、そのことに触れながら、文化遺産の復興にど
う向き合うのかという論点を提示できたらと考える
わけです。
　お手元に配布したレジュメに、私の申し上げたい
４つのメニューを示しました。一つは戦争以前の沖
縄県の置かれた状況の問題、二つ目は1945年の春か
ら夏にかけて行われた沖縄戦と文化遺産の関係、三
つ目は1972年の日本復帰以降の状況、そして最後に
首里城復元の問題です。
　まず ｢失われた66年｣ という戦前の問題について
です。1879年（明治12）の春のことですが、琉球王国
体制は崩壊し、首里城から王が出て、沖縄県がスタ
ートするという大事件が起ります。王国の廃止と沖
縄県設置というプロジェクトを、明治政府は「琉球
処分」と呼んだわけですが、その結果として琉球と
いう島々は日本の一部になりました。このときに設
置された沖縄県は1945年（昭和20）夏までの66年間存
続します。この時代をわれわれは「近代沖縄」と呼
んでいます。
　その66年間の時代において、沖縄県には1910年
（明治43）に開館した沖縄県立図書館を除くと、博物
館や美術館などの公共文化施設が全く整備されてお
りません。また、旧制中学や師範学校などの中等教
育機関はありましたが、いわゆる高等教育機関のほ
うは全く設置されませんでした。その結果、地元の
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高等教育機関に勤めて教師をしながら、沖縄の歴史
や文化を研究できるという条件が欠落しており、そ
の頃の沖縄研究は、いわゆる民間学のかたちで展開
せざるをえないという状況でした。
　博物館や美術館のような施設が不備だったため
に、当然のことながら地域に伝承されている文化遺
産を調査し、それを収集するということが行われな
かった。したがって、あの時代の沖縄に何があった
のか、まとまった情報がないのです。沖縄県設置の
後に、首里城の王に仕えていた旧エリートたちは生
活に困り、その家に伝えられてきた文物をあいつい
で手放すことになりました。相当な文物が存在した
はずなのですが、それを調査して目録を作るような
文化機関や学芸員のような人材が存在しなかったが
ために、何が外に向って流出したのか、皆目わから
ないのです。
　流出したものがどのようなものだったのか、その
おおよその事実を私は外国の博物館や美術館で教え
られたのです。たとえば、アメリカのボストン美術
館やピーボディーエセックス博物館、ペンシルバニ
ア大学付属博物館などを訪ねると、そこには明治期
に収集された驚くべき琉球コレクションが存在する
のです。ボストン美術館のビゲローコレクションに
は想像を絶する琉球漆器の逸品があり、その品々を
見ると沖縄県立博物館や浦添市美術館の琉球漆器が
貧弱に思えるほどです。
　あるいは明治17年頃、琉球王国が崩壊してわずか
５年後の時点のことですが、当時のドイツ政府は予
算を準備して東京経由で琉球文物を購入しているの
です。そのときに収集された文物はベルリンの民族
学博物館にあり、私はその一部を見せてもらったこ
とがありますが、驚嘆すべきものでした。
　海外のそのようなコレクションを見ると、沖縄が
失ったものの大きさがわかります。地元に博物館や
美術館などがなかったために、それらを調査・収集
する態勢が存在しなかったがゆえに、川の流れのよ
うに文物は沖縄から県外、国外に流出してしまった
のです。しかし、そのいっぽうで、戦争の前に海外
に流れたおかげで、沖縄戦の犠牲になることなく今
日に伝わったのだ、という複雑な安堵感もありまし
た。
　二つ目の沖縄戦の問題ですが、その戦争で沖縄県
民の25％が死んだわけですけれども、同時にまたか
けがえのない文化遺産をも失いました。首里城をは
じめ20件余も存在した国宝指定文化財のすべてが完
全に焼失したわけです。しかし、戦争の前に所在状
況を調査した体系的なデータがありませんので、戦
争による文化遺産の被害実態が正確には分かりませ
ん。文化遺産が集中していた首里や那覇といった町
が、アメリカ軍の徹底的な攻撃でほぼ壊滅してしま
いました。
　戦争が終わり、わずかに焼け残った文化遺産があ
ったはずですけれども、その一部もアメリカの兵士
たちが戦利品として持ち去ったことがわかっている
んです。アメリカ軍のあるインテリジェントオフィ
サーがいて、兵士の手荷物検査の際に取り上げたも
のを、その人が着服したことが判明しています。彼
の遺族が、彼の死後にアメリカで骨董商に売った目
録を入手しましたけれども、骨董商はそれをどこに
売ったのか、得意先のための守秘義務を尊重するが
ゆえに売却先は今も不明のままなのです。
　戦争が終わって７年ほど経ったあと、アメリカの
東部で「おもろさうし」全22巻が偶然発見されまし
た。琉球王国時代の神に捧げる歌謡を集めたきわめ
て貴重なもので、現在、国の重要文化財に指定され
ています。その資料が見つかったのは、それを所持
していたアメリカ人がある学者に評価額を相談した
ことがきっかけでした。「おもろさうし」は、琉球
王の末裔の沖縄屋敷である中城御殿（現在の沖縄県
立博物館の敷地）で大切に保管されていたものであ
り、おそらくアメリカ兵が焼け残ったものを奪い、
それを売却するために、どれくらいで売れるものな
のか、相談したことから不法な持ち出しが明らかに
なったケースです。1953年に、アメリカから沖縄に
戦後復元された玉
たまうどぅん
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返還されました。
　また、尚家の沖縄屋敷にあったサンシン（三線）
の最高の名器、「盛島開鐘（もりしまけじょう）」が、
戦後ハワイで発見され、沖縄に帰ってきました。ア
メリカ兵が焼け残った跡からそれを持ち出して、す
でに骨董市場に出ていたものが買い戻されたので
す。あるいは、フィリピンから首里城の隣にあった
円覚寺の梵鐘が返還されました。沖縄戦のときには
フィリピン兵もアメリカ軍の一部として従軍してい
ますので、まだまだフィリピンには戦利品が眠って
いると思います。
　例えば、アメリカの FBI に登録すれば、不当に
戦利品として持ち出された文化遺産を取り戻すこと
は可能です。現に、沖縄の一部の遺産は国務省の協
力を得て、登録してあります。しかし、 FBI に登録
するためには、それが沖縄のものであることを証明
できる証拠が不可欠であり、それをぬきには犯罪と
しての要件を明らかにはできません。つまり、デー
タが必要なのですが、それがわれわれの手元にな
い、という厳しい現実が横たわっているわけです。
　アメリカ人の名誉のために、別の件も紹介したい
と思います。戦争が終わり、焼け残った文化遺産を
せっせと集めたアメリカの兵士たちがおり、彼らは
木造の民家を利用して、そこで収集文物の保存と展
示を行いました。一般に東恩納博物館と呼ばれてい
ますが、それが戦後第一号の博物館になったので
す。そのコレクションはやがて琉球政府立博物館
（県立博物館の前身）に引き継がれ、現在に伝わっ
ています。そういう奇特なアメリカ人がいたことも
銘記しなければなりません。
　1972年５月15日、沖縄の日本復帰が実現しますけ
れども、それ以降の動きを少し説明すると、特筆さ
れるのは地域史の動向です。特に1980年代になると
その動きは隆盛を迎え、私もその渦中にいました。
当時は沖縄県に53の市町村があり、そこで市町村史
という歴史編纂事業が活発に展開していました。市
町村史編纂事業は、画期的な事業だったと私は思い
ます。
　戦後の混乱と沖縄戦、そして近代の「失われた66
年」といった制約を経て、それぞれの地域にどのよ
うな資料が残っているか、沖縄の歴史始まって以来
の本格的な調査が行われたからです。古文書などの
文献資料だけではなく、古い写真や地図・民具・古
衣装などの物品、位牌などが細かく調査されまし
た。さらに注目すべき点は、今でいうオーラルヒス
トリーが徹底的に調査されたことです。例えば、戦
争体験や移民、出稼ぎの体験、民俗の状況、方言な
ど、その地域の歴史や文化を語る多様なテーマに関
する聞き取り調査が行われ記録されました。
　例えば「浦添市史」の編纂事業に私は深く参画し
ましたが、15年ほどの歳月をかけて、浦添市の歴
史・文化を語る様々な資料を調査し、全９冊の本に
まとめました。そのような仕事が沖縄県下の各自治
体で盛んに行われたのですが、浦添で特筆されるの
は、市史の成果を市立図書館が引き継いだことで
す。私はそこで６年間館長をしておりましたけれど
も、単に市史という本を出して終わるのではなく
て、事業を通じて集まった市史編集資料を図書館の
中に受け入れること、それを閲覧・利用できるよう
にすること、市史編集事業を担当し地域の歴史や文
化について専門的な知識を身につけた職員を図書館
に迎えること、出来上がった市史をテキストにして
市民のための講座を開くこと、などの事業を推進し
ました。つまり、市史の成果を市民に戻すという事
業をやったわけです。
　浦添市はまた、市史と図書館のドッキングという
ことだけではなく、市立の美術館も建設しました。
東京にある琉球漆器のコレクターがいて、その方の
所蔵品が大阪のデパートで展示されたのです。その
情報を聞きつけて、当時の浦添市長を含む専門家が
大阪に見学に行きました。沖縄にはない、すばらし
いものであることが判明したために、持ち主の方を
口説いて借用し、展示会をすることになったので
す。浦添市は当時人口８万人くらいの小さな市だっ
たんですが、そのような展示会を単独で実現したの
です。
　オープンすると、地元の市民だけではなく県内各
地から多くの県民が連日のように長蛇の列をつくり
ました。わが先人の文化遺産はこれほどすばらしい
ものだったのか、という声が寄せられました。展示
会が終わったあとに、どうするかということにな
り、協議しました。当時の比嘉昇市長がぽつりと言
ったセリフを私は今でもよく覚えていますが、「あ
の漆器たちは、もう二度と沖縄から離れたくない顔
をしている」、と言ったんです。その一声で決まり
です。所有者を口説いて、浦添市で買い取り、それ
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を入れる箱として浦添市美術館を建設したのです。
わが国で最初の、漆器をテーマにした美術館がこう
して浦添市に誕生したのです。
　市町村史編集事業にともなう地域内の徹底的な調
査や、その成果を浦添市のように図書館で活かした
こと、あるいは浦添市美術館の建設の経緯などは、
要するに「失われた66年」や戦争、戦後の時代にお
ける文化遺産をめぐるハンディキャップを克服する
ための事業だったのです。遅ればせながら、地域情
報を掘り起こし、それを利用できる態勢を準備し、
そして県外に流出した遺産を取り戻すという事業だ
ったのです。
　首里城の復元事業は、それに参画した私にとって
は同様の趣旨の事業だったのです。単なる文化遺産
の復元ではなくて、沖縄の過去の120年余の歴史を
反省したうえで、今を生きる私たちに何ができる
か、そういう気持とタイムスパンで考えつつ取り組
む必要がありました。
　たしかに、首里城復元という事業は行政的な面で
言えば、当時の沖縄開発庁や建設省を中心に都市公
園法に基づく国営公園を整備するということだった
んですけれども、また、その事業に連動して、沖縄
県庁が首里城の周辺を県営公園として整備するとい
う行政側の事業でした。しかし、その事業に深く関
係した私は、それとは別の問題意識で参画していた
のです。
　沖縄戦という戦争で、沖縄の人口の25％に相当す
る人々が亡くなりました。その方々はもう帰ってこ
ないわけですが、しかし、戦争で破壊された首里城
については今を生きているわれわれの力で取り戻す
ことができる、との思いです。もしかしたら、それ
は生きている者の責任かもしれない、という気持で
す。そういう決意を秘めて、さんざん苦労しながら
様々な資料を集め、それを分析・検討する勉強会を
行い、時間をかけながら復元に不可欠な情報を蓄積
しました。予備的な検討事業に２年ほどかかりまし
たけれども、その後に中心的な専門家メンバーで構
成される委員会を立ち上げて、本格的な検討を重
ね、復元の方針を決めていくという流れになりま
す。そのときの合言葉は、アメリカ軍の攻撃で破壊
される前の首里城を対象に復元はしない、あれは中
古車であり、われわれが目指すのは城に王がいて、
家来がいて、政治行政センターとして機能してい
て、中国をはじめとするアジアと交流していたとき
の司令塔としての首里城である、つまり、新車とし
ての首里城を復元する、というものでした。言い換
えると、往時の首里城の復元を目標とする、という
方針を決めてしまったわけです。その方針は、大変
な苦労を背負い込むことを意味するわけですが、苦
労するだけの意味がある、と思いました。
　なぜならば、そういうテーマを設定することによ
って、首里城というものをはじめて本格的に研究
し、一つ一つの建物のディテールだとか、その空間
の使われ方であるとか、そこでつかわれた道具であ
るとか、儀式のやり方であるとか、そういう具体的
な状況を本格的に分析する作業が必要となるからで
す。そのような困難な苦闘の成果が積み上げられ、
往時の城に関する情報が把握できたときの事業の成
果が、たとえていえば新車に限りなく近い首里城に
なる、という認識だったわけです。もし必要でした
ら、その細かい作業の話を後ほどの討論で説明しま
すが、ようするに事業のハードルをあえて高く設定
したわけです。
　1992年11月３日から一般公開された首里城は、全
体の60％弱くらいの範囲です。あれから10数年の時
間が経過していますが、この間も復元作業は休むこ
となく続けられており、今現在も進行中です。目
下、王の執務室にあたる書院と、スタッフが控えた
鎖之間（さすのま）の建物の復元工事が進んでおり、
その仕事を終えると、再来年あたりはその前面の庭
園を復元するという難しい問題が控えています。復
元作業はまだまだ継続します。
　首里城復元に関連するソフト事業の件ですが、首
里城公園友の会と首里城研究会があります。友の会
復元された浦添ようどれ
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は会員が1,200名ほどいますが、市民の立場で首里
城を勉強することはもとより、首里城に関連する県
内の名所旧跡をはじめ離島や本土、外国にもスタデ
ィーツアーの足を延ばしています。私がその会の運
営を担当しています。
　首里城研究会は首里城の復元にかかわった専門家
や、首里城に関連するテーマを研究している専門
家・研究者20名ほどで組織するものですが、隔月で
開かれており、様々なテーマが発表され討論が展開
されています。まだまだ続く復元事業を睨んで、こ
の分野の専門家が集まって、それぞれの研究成果を
提示し、知恵や情報を共有し、課題と方法を確認す
るための場として機能しています。
　最後に首里城基金のことに触れたいと思います。
県民や市民、民間企業からの寄付とカンパ、それに
首里城の入館料の一部を繰り入れるかたちで基金は
成り立っていますが、それを何に使うかというと、
先ほど申し上げた国外、県外に流出していった文化
遺産に関する情報収集や、買戻し作戦などに充当さ
れています。じつは、この金を使って着々と流出文
化遺産を首里城は買っているんです。まだ事業実施
には至っていませんが、国外や県外の文化施設と信
頼関係を作り、将来的にはそこが所有するところの
琉球文物の里帰り展をやりたいと考えています。例
えばベルリンの民族学博物館と信頼関係を作って、
琉球コレクションを一ヶ月程度沖縄にお借りして、
市民や県民に見ていただく必要があります。もしド
イツ政府が明治17年にあの資料を集めなければ、お
そらく沖縄戦の犠牲になったはずです。結果とし
て、ドイツは危険分散に大きな役割を果たしたので
す。第二次世界大戦のベルリン市街戦があったにも
かかわらず、ドイツはその文物を守りぬいてくれた
のです。私はベルリンでその文物を見たときに、か
なり良い状態で保存されていること、学芸員たちの
中に琉球の歴史や文化に詳しい専門家がいることに
驚きました。そういう状況に対する感謝の念も込め
て、沖縄での里帰り展をやる必要があると思いま
す。
　琉球文物が国内のオークションや国外のオークシ
ョンにかけられることがよくあります。琉球モノは
結構高い値で取引されるために、かなりの資金を必
要とします。小さな琉球漆器が数千万円もするとい
うわけなのですが、それを首里城基金を使って買い
付けています。沖縄県立博物館の１年間の資料購入
費は1,000万円程度ですから、高価なものはなかな
か買えません。首里城基金は何億といった額を積み
上げていますから、対応が可能な場面が多いので
す。そういう戦略的な意図のもとに基金を積み上げ
運用しています。この基金を設定した意図は、申し
上げるまでもなく、過去の歴史の反省やハンディキ
ャップを埋める試みの一つなのです。
　過去の問題点を直視し、それをどのように乗り越
えていくか、そのような課題意識を秘めた活動と事
業が沖縄で展開されている状況の一端を説明して、
問題提起とさせていただきます。説明不足の点はあ
とでディスカッションの場で補足したいと思いま
す。ご静聴いただきありがとうございました。
